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図9 R2-640のノーザンブロット解析.
R2-640遺伝子断片をプローブとして0,
1,2,4,.6過齢のマウス大脳のPoly(A)+
mRNAとノーザンブロット解析をおこなっ
た.
来するのか,あるいはオルターナティブスプラ
イシングに由来するものなのかを検証していく予定である.
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｢複雑系の展望一複雑系若手の立場から｣
5.まとめおよび今後の展望
晴乳類の大脳神経回路網形成のエッセンスである3つの過程,｢1余剰な神経細胞,シナプスの
産生｣,｢2高感受性期における活動依存的神経回路の選抜｣,｢3低感受性期への移行｣を支える
分子機構を明らかにする第一歩として,以上に述べたように,生後マウスの大脳において時期特
異的に発現する遺伝子の検出を試みた･まずわたしは新しい遺伝子発現比較法の開発に着手した.
この結果,･PRAP法という新しいDD型遺伝子発現比較法を開発した･PRAP法では,Liangらの
DD法のようにmRNAの3'末端非翻訳領域を選択的に増幅してしまうという問題は解決され,翻
訳領域の配列情報を高確率で入手することができるようになった.またWe18hらのRAP法と比較
して1回のPCRで得られる遺伝子断片数を増加させることに成功した.本研究の副産物として得
られたPRAP法は様々な遺伝子発現の比較に応用可能である.また,わたしは従来のDD型遺伝
子発現比較法全てに対して適応可能な遺伝し検索の確率論的基盤を整備した.現状では,このよ
うな確率論に基づいてDD型遺伝子発現比軟法による遺伝子検索を試みている分子生物学者はほ
とんどいないが,将来的にはこのような確率論的基盤が必要になってくると考えている.
次にPRAP法を用いて生後0,1,2,4,6適齢のマウス大脳における遺伝子発現を比較し,発現に
差の見られた一いくつかの遺伝子断片についてノーザンブロット解析と塩基配列決定を試みた.本
研究ではそのうちの典型的な2例について例示した.まず,R2-600の例は,脳のmRNAが長い
原因は3'末端の非翻訳領域が長いためであるという可能性を示唆するものであった.さらに,R2･
640の例は,脳における多様な遺伝子発現はオルターナティブスプライシングによるものである
か,あるいはゲノムに高い相同性をもつ複数の遺伝子がコードされているという可能性を示唆す
るものであった.
本研究は新しい遺伝子発現此軟法の開発とその確率論的基盤という2つの有用な副産物を生み
出したという点では評価すべきである.しかし,本来の日動 すなわち,大脳神経回路網形成に
おいて,様々な外部入力に応じて,活動依存的に神経回路網の機能と形態を変化させうる柔軟な
分子機構を解明するという点では,まだようやく第一歩を踏み出したばかりである.今後の成果
に期待していただきたい.
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